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１年生の時に話をしたことをすべて覚えている人はいないと思います。ですが、何か１つく

らいは１年たった今でも覚えていることはあるのではないでしょうか。 

・１００点ではなく MAX を目指せ ・靴揃え ・いじめは絶対に許さん 

・闘牛（腰を痛めた話） ・机スッキリてはお膝、背筋ピーン ・たくさんの爆笑ギャグ 

                                   その他色々… 

人間は忘れる生き物です。私も１冊本を読んで、また別の本を読むと、前に読んだ本がどん

な内容だったか忘れてしまうことがあります。だから、同じことを何度も繰り返し言うことが

大切だと思いますし、大切だからこそ、何度も話をされるんだと思っていればいいのではない

かなと思います。 

さて、みなさんはピザまんは好きですか？コンビニに行った時、欲しいものを手に取ってレ

ジに向かいますよね。そうすると、レジ横に整列した豚まんやカレーまん、あんまんに目がい

きませんか。そして、私はいつも『ピザまん』と言ってしまうのです。ピザまんを選ぶ理由は

単純です。見た目が美味しそうだからです。 

 

やはり何事にも見た目は大事です。小代中学校の見た目は、どのように決まるのでしょう

か。普段の登下校の様子、あいさつ、部活動の大会など、まだまだあります。誰かが小代中を

見て、ピザまんのようにおいしそうな雰囲気が出せると、『いいな～』と思ってもらえるに違い

ありません。３年生のみなさんには、ピザまんで言う皮の色を出していってほしいと思ってい

ます。どんな色にしていくかは、あなたたち次第。その色づけのアドバイスとして、私は色々

な話をしていくのだと思ってください。たまに、「し～～～ん」となるほど寒いギャグを言って

しまうかもしれません。「ニュージーランドで乳児乱闘」のように上手に言えませんが、そこは

優しい目で見て、許していただければと思います。 

4 月は出会いの季節です。そのような時には緊張が伴います。また

今後も子どもたちが頑張りたい場面では、緊張との付き合い方が重

要になっていきます。 

「カレーライスについて何も考えないでください」という話をしまし

た。カレーライスについて考えないようにすればするほど、頭の中は

カレーライスのことでいっぱいになります。緊張も同じで「緊張してい

ない」と考えるほど緊張してしまいます。 

逆に「自分は緊張している」と受け入れる大切さを伝え、「緊張して

いてもできることはなんだろう」と考えてもらいました。 

さらに「緊張の対象をしっかり見ること」（幽霊もよく見ると枯れ尾

花、ということがあります）や「緊張は心が楽しいと興奮している、と

思うとポジティブになること」なども伝えました。 

今後も緊張が伴うことはあると思いますが、この経験を想起させ、

緊張をポジティブなエネルギーにできる本番に強い生徒に育ててい

きたいと考えています。 

 

集合写真を 

撮りました！ 
（２年前と同じポーズ） 

 

桜が満開に 

なった頃に 

もう一度 

撮りましょう！ 


